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マクロベントス採集を目的としたドレッジ装置の作製 
Newly made dredge apparatus for macrobenthos-sampling. 


























は 1 mmの篩を通過し、32 µmの篩で捉えられる
ベントス）。 
神谷式ドレッジは株式会社離合社製のもの（型
式：小型、Cat. No.：5107-A）を、採泥部を 10 cm
程度短く改造したものである（図 1）。鉄製で全長
70 cm、重量約 19 kgあり、曳行時に装置と繋ぐチ
ェーン（図 2）を含めると約 35 kgとなる。間口は
歯のついた鉄枠を四角（幅 40 cm、高さ 15 cm）に
したもので、周囲に目合い 15 mmのステンレス網
を張り、さらにナイロン紐で目合い5 mmに調節し、
後部では目合い 3 mm のステンレス網を張ってい
る。最後部には、細かな試料も採集出来るようにキ
ャンバス生地製の袋（幅 15 cm、高さ 12 cm、長さ
25 cm）を付け、採集した試料はここに集められる
（図 1, 3）。また、採集袋を保護するための鉄製の保






全長 130 cm、重量約 10 kgあり、間口は幅 40 cm、
高さ 14 cm、奥行き 25 cmである（図 4）。間口に
ステンレス製の板（縦22 cm、横39 cm、厚さ2 mm）
を付け、この板にロープを繋ぎ曳行する（図 4）。
最後部には二重構造の袋部があり、外側の袋はキ








































 図 1. 神谷式ドレッジの全形。 
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る装置を参考にし、前部で縦 29 cm、後部で縦 21 




















































図 2. 曳行時にドレッジ装置と繋ぐチェーン。 
図 3. 神谷式ドレッジ袋部と保護板。 
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（2015年 5月 22日、5月 27日、6月 29日。深












いなかったテヅルモヅルの仲間  (Astroceras 
coniunctum) や 単 体 性 イ シ サ ン ゴ の 仲 間










































合い 25 mm）と内網（目合い 4 mm）の二重構造。 
図8. マクロベントス用ドレッジ袋部のループ部分。 
図 9. マクロベントス用ドレッジ使用時の状態。袋
部の端をロープで縛って、袋状にしている。 
